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日本産 ア カ ネズ ミ ApodenUtS 　speciosus の 分祐境界に つ いて一予報一

原田正 史 （大阪市大 ・医 ・
実験動物），浜 田　俊 （沼津学園高校），子安和弘，宮尾嶽雄 （愛知 学 院大 ・ 歯 ・ 解

剖）

Studies　on 　a　contact 　zone 　between　two 　chromosomal 　 races 　of　Apodemus 　sρθ麗05 召 5

MASAS 田 HARADA ，　 SATOSHI 　HAMADA
，
　 KAZUHIRO 　 KOYAsu ，　TAKEO 　 M エYAO

　日本産 ア カ ネ ズ ミ APodemus 　sPeciOSttS 　lよ本州中部 を 境 に して 染色体数が 西は 2n ＝ 46，東 は 2n ＝48 の ア

ロ バ ト リ ッ ク な 分布を 示 す。こ の 境界 は 富山 ・浜松を結ぶ 所 に あ り，そ の 境界部に お い て は 2n ＝47 の 交雑 個

体がみ られ る こ とが 土 屋 （1974） に よ っ て 明 らか に され て い る。しか し境界帯 の 詳細 な 調査 は お こ な わ れ て い

ない 。 今回，われわれは 境界附近 の 約50地 点か ら285頭の ア カ ネズ ミ を採集 し，染色体 を 分析した。そ の 結果，

木曽谷で は 上松，奈良井，伊那谷で は 駒 ケ 根，伊那地区，松本西 部お よび 天 竜川 ぞ い の 豊岡村，竜山村，森町

な ど13地 点 に お い て 2n＝47 の 井雑個体が み れ た 。 両 グ ル ープ混棲地 転14ケ 所 の うち13 ケ 所 で 交雑 が確認 さ れ

た こ とか ら両 グル ープは 自然状態 で 自由 に交配 して い る こ と が示唆された 。 こ れ は 土屋 （1974） の 自然状態で

は ，両 グ ル ープ は，ほ とん ど交配 が お こ な わ れない と す る 見解と異な っ た 。

ユ ミ匕 ゲザ トウム シ種群 （s・str ．）におけ る地理的変異 と種分化

鶴崎展巨 （北大 ・理 ・動物）

Geographic　 variation 　 and 　 speciation 　 of 　the 　Leiobunum 　cκ 7 庭ρα♪」θ group （s．5 ’プ，）　（Arachuida ，　 Opi−

1iones）

NOBUO 　 TSURUSAKI

　長野県東部 か ら北関東 に か けて 分布す る ユ ミ ヒ tr
’
ザ トウ ム シ Leiobun” m 　 curvviPatPe と，そ の 東北地方 に

お け る vicariant で あ る L ．　tohok ・
uense の 地 理 的変異 を 44地 点 か ら集 め た 多数 の 漂本を もとに 再検討 した と

こ ろ， 6 の 触肢や生殖器 な どの 形態や サ イ ズ の 相違 に よ り本群 は 少な くとも 6 つ の 地 理 form （両種 と もに 3

型ずつ ） に 分割 され る こ とがわ か っ た。核型も調査 した 4 型 （tohokuense 　 3 つ と curviPal ρe　 1 つ ） に 関す る

限 り，す べ て 異 な っ て い た。こ の うち ム tohakuense で は 染色 体数 が 2n ＝20，22，24 と変化 して い る が，各

染色体は 一
様 に meta 一

あ る い は submetacentric で あ り，本群の 核型変異は 単純な Robertson型 の もの で

は ない と思われ る。各 f。rm 間も移行 は 相当狭い 幅 で 急激 に 起 こ る よ うで あ り． ま た その 境界は 現在 の 地形

や気候区 の それ に と くに 対応 して は い な い 。 以上か ら本群 の 種分化に お い て は 染色体再配列が
一
義的 な 役割を

果 して い る と考 え られ る 。

淡水棲プラナ リア，カズメウズム シ Potgcetisα uricutata の 染色体多型

手代木渉，新村文男
＊，石 田 幸子 （弘 前 大 ・理 ・生物，

＊

長野県屋代高校）

Chromosomal 　polymorphisms 　Qf 　a 　Japanese　freshwater 　planarian，　Polycelis　 auricrliata

WATARu 　 TEs 田 ROGI ，　 FuM 正o 　 NHMuRA ，　 SAcHIKo 　 ISH互DA

　本種 の 染色体数は ，基本的 tC｝t　2n ＝6 と思 わ れ るが ，生 息地 に よ り著 しい 染 色 体多型 を 示 す こ とが 最近発

見 された （新村，1978、1979 ；手代木 ・他．i981 ；Teshirogi ・Ishida，1981）。 その 後，長野県棄 北 部 か ら 日

光に か け て ，こ れ まで と異な るい くつ か の 核型 を み つ けた の で ，既報 の 核 型 を も含め て 本 種 の 変異核型 の 道筋

に つ い て 考察した。今 回，新 し く見つ け た 核型 は ，東北地方に 広く分布 し て い る 4n 〜＝4SM ＋ 2A ＋ 2T 、＋4M

＝12か らの 派生型 と考えられ る次の 3種 で ある。1）4n 〜 fisi．＝2SM ＋ 2A ＋ 4T ，＋ 2T2 ＋ 4M ＝14．2）4n ？ fis9．

十 1＝ 2SM 十 2A 十 4T ，十 2Ts 十 5M ＝15．3）4n ？ fis2。　T −
s＝2SM 十 2A 十 4T1 十 4M ＝12．（SM ； submetacentric ．

A ；acrocentric ．　M ； metacentric ．　 T1 ；telocentric ．　Ts ； tel  entric ，　 r＝・・eo ．　fis2．；centric 　flssion が 2

回 。
T −

s ； Ts が 欠失）なお ，今 回 も北海道 の 各地，6か 所 に つ い て 調査 した が J す べ て 2n・＝6 で あ っ た 。
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